
学習者主体の授業づくりに向けた「振り返り」の事例 

学校名 枕崎市立別府小学校 児童生徒数 １１９人 

振り返りをしている子供の様子や，振り返りの視点，振り返りの記述等 

 

取組についての概要（成果） 

10月２日（月）～ 第４学年 国語科 教材名「ごんぎつね」における実践 

 「振り返り」は毎時間毎に振り返る活動と，単元を通して振り返る活動を取り入れました。こ

の単元では，「登場人物の様子や言動・心の声・情景・背景」が書かれている文に線を引き（ワー

クシートを用意），そこから登場人物の気持ちを想像する学習を行いました。児童はその「読み

方」を使って，どんどん物語に入り込んでいきました。児童の様子としては，最後の場面に「青

いけむりが，まだつつ口から細く出ていました。」という文から，「青いけむりは，ごんの魂を表

していて，どんどん息絶えていく様子が想像できる。ごんは兵十のためにがんばっていたからむ

ねんだったに違いない」とイメージを膨らませていました。振り返りには，「わでかいも（分かっ

たこと・できるようになったこと・変わったこと・生かしたいこと・もっと知りたいこと）」を用

いました。 

 今回の単元では，振り返りを行うことで，「読み方」の有用性について児童自身が考え，「自分

にとって納得のできる学び（個別最適な学び）」が実現できたのではないかと感じました。 

○ ロイロノートに毎時間「自分の問い」と

「振り返り」を記述するようにしています。 

拡大図 

○ 単元の学習前と学習後に感想を書かせて，

感想の違いから学習を振り返らせました。 
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